
資料１ 

 

第１回伊賀市住民自治のあり方検討委員会 概要 

 

１ 開会: 

事務局が会議の内容と議事録の公開についての確認 

２ 委嘱状交付: 

・委員 5 名に対し市長から委嘱状を交付 

・市長挨拶 

・事務局と委員の自己紹介 

３ 伊賀市住民自治のあり方検討委員会について: 

事務局より伊賀市住民自治のあり方検討委員会設置要綱の説明 

４ 委員長及び副委員長の選任について: 

要綱第 5 条に基づき、小林慶太郎氏を委員長に、板井正斉氏を副委員長に選任 

５ 諮問: 

市長より小林委員長へ諮問書を交付 

６ 議事: 

（１） 委員会の進め方について 

  事務局より説明 

（２） 伊賀市の住民自治の振り返りについて 

伊賀市の住民自治の振り返りと委員の共通認識の形成のため、四日市大学岩崎名 

誉教授を招集し講義を実施 

【講義要点】 

 講師が携わってきた平成 14 年から令和 2 年にかけての伊賀市の活動を振り返り 

 人口減少による生産年齢人口の減少、定年延長や女性の就業率向上により以前に比

べて地域活動の担い手が減少している 

 合併当時の構想の想定を上回る外国にルーツを持つ住民の増加 

 住民自治協議会の成り立ちと目的、標準装備（地域計画、部会方式、包括的な交付

金制度、活動拠点など） 

 コロナ禍による面識社会の衰退 

 役員任期が短くなることでの長期的な視点での話し合いができなくなっている 

 事業の棚卸し、やりがいと若干の報酬の必要性 

 学校教育課程（探究活動等）により学生と地域との繋がり強化が期待される 

 人口減少社会で生きていく今後の若者たちのため、10 年 20 年年後の未来を見据

えた議論を今行うことの重要性 

【講義に関する意見】 

委員からは、伊賀市での成功例や課題、自治協の統合の可能性、地域住民の自治協へ 

の認識不足、地域行事等への参加しやすさなどについて議論が行われた。 

（３） これまでの伊賀市の住民自治の振り返りについて 

事務局が共通資料をもとに、これまでの伊賀市の住民自治を説明 

７ その他 

委員から今後、必要に応じて自治協関係者等の意見を聞くことが提案された。 


